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令和 4年 6月15日	 尾張旭市議会だより

代表質問	 ※　議長（片渕卓三）、監査委員（篠田一彦）は、慣例により一般質問を控えています。

公明党尾張旭市議団
� 芦原美佳子�議員

（動画配信）

子ども医療費の助成を通
院も18歳まで拡大を！

高校生世代までの通院医
療費助成の実施準備を、
順次進めていきたい

🅀　未来への投資の一環として、
子ども医療費の助成を通院も18
歳まで拡大することについて、
市長の見解を伺う。
Ⓐ　市長　令和 ３年度より、高
校生世代までの入院医療費の助
成を開始した。当然、通院医療
費の助成が子育て支援の充実に
向けた次の一手になる。経済的
な負担軽減に関しては、様々な
ニーズがあり、これらの検討も
含め、高校生世代までの通院医
療費の助成の実施準備を、順次
進めていきたいと考えている。

ＧＩＧＡスクールにおけ
る学びの充実について

家庭学習や不登校の児童
生徒への学習支援などへ
も活用していく

🅀　コロナ禍の学級閉鎖や休校
により、タブレット端末等の利
活用が更に注目されている。こ
れまでの効果や課題、今後の推
進について伺う。
Ⓐ　教育長　タブレット端末は
教科書やノート、カメラなど教
材としても利用できる多機能
ツールであり、児童生徒の興味・
関心を高め、主体的・対話的で
深い学びにつながっている。課
題は管理、セキュリティ面での
安全確保が大きな課題である。
より効果的に活用できるよう推
進していく。

学校体育館のエアコン設
置について

特別教室への設置の後は
引き続き、学校体育館へ
と設置を進めていきたい

🅀　学校体育館のエアコン設置
の方針、今後のスケジュールに
ついて伺う。
Ⓐ　市長　学校体育館は、授業
や部活動、学校行事や学校開放
等により利用頻度が高く、避難
所としての役割もある。学習環
境の改善を図るため、積極的に
小中学校の施設整備を進め、中
でも空調設備に関しては熱中症
対策や感染症対応のため、校舎
の普通教室から、特別教室へと
計画的に設置を進めており、そ
の後は引き続き、学校体育館へ
の設置へと進んでいきたい。

がん患者のアピアランス
ケア支援について

その必要性は十分感じて
いる

🅀　愛知県の新年度予算案には
医療用ウィッグ等のアピアラン
スケア支援を行う市町村に対す
る助成制度の創設が盛り込まれ
た。がんとの共生を実現してい
く治療と仕事の両立、社会生活
を送る上で、極めて重要なケア
であるアピアランスケア支援に
ついて考えを伺う。
Ⓐ　市長　まずは、がんの早期
発見のための施策に注力し、こ
れと並行しながらアピアランス
ケアのニーズの把握や、支援内
容などの調査研究を進め、県の
予算の活用を検討していきたい。

三郷駅周辺まちづくり推
進について市長の抱負は

駅前の整備だけでなく、
森林公園を含めた広域的
な将来像を視野に入れて
事業計画を策定していき
たい

🅀　人口減少対策やコンパクト
シティ化、魅力あるまちづくり
に貢献するであろう「三郷駅周
辺まちづくりの推進」について、
現段階でのスケジュール、市長
の抱負を伺う。
Ⓐ　市長　令和 ３年度は、三郷
駅周辺地域の方々を対象にワー
クショップ等を行ってきた。令
和 4年度は引き続き、市民参画
の場を設け、御意見・アイデア
を頂きながら、事業計画の策定
に取り組んでいきたい。

高齢化やウィズコロナ・
アフターコロナを見据え
た窓口サービスの向上に
ついて

ハード面とソフト面の整
備を並行して進め、更な
る窓口サービスの向上へ
とつなげたい

🅀　デジタル化の推進により行
政手続のオンライン化が期待さ
れる一方で、書かない窓口やお
くやみコーナーなどが広がりつ
つある。またコロナ禍の中、
キャッシュレス決済やセミセル
フレジが感染症対策として多く
の店舗で取り入れられた。高齢
化やウィズコロナ・アフターコ
ロナへの対応について伺う。
Ⓐ　市長　コロナ禍をきっかけ
に行政手続の在り方は大きく変
わりつつある。令和 2年度の押
印見直しに引き続き、令和 4年
度は行政手続のオンライン化等
も進めていくが、その際には、
利用のためのサポートも必要だ
と考えられる。
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⑦

	 尾張旭市議会だより	 令和 4年 6月15日

代表質問
市民クラブ
� 早川�八郎�議員

（動画配信）

残り任期１年をどのよう
に市政をリードしていく
のか

市民の命と暮らしを守る
ことを最優先にオンリー
ワンのまちづくりを推進

【この ３年間の市長の歩みにつ
いて】
🅀　この ３年間の中心は、コロ
ナ対応に追われたと想像するが、
本来計画していて、やれたこと・
やれなかったことについて伺う。
Ⓐ　市長　市制50周年記念行事
など市民との交流機会を設ける
ことができず、「市民協働のま
ちづくり」が進められず残念で
あったが、小学校大規模改修や
下水道整備等のハード整備のほ
か、地域の魅力商品創出事業等
のソフト整備を推し進めた。ま
た、全国植樹祭を無事開催でき
たことは、市民に感謝している。
🅀　残り任期 1年をどのように
市政をリードしていくのか？
Ⓐ　これまでと同様「市民の命
と暮らしを守ること」を最優先
する必要があり、令和 4年度か
らは、第六次総合計画の策定を
市民と共に進めていく。

令和４年度の予算編成で
は、どのような光を市民
に当てているのか？

子育て支援・教育の充実、
デジタル化推進、住みや
すいまちづくりの３分野

【令和 ４年度の予算編成につい
て】
🅀　移り変わりの激しい時代に
対応する未来型の予算編成との

ことだが、どのような時代を迎
えると想像しているのか？
Ⓐ　市長　価値観の多様化やデ
ジタル技術の進歩などにより、
暮らす場所や暮らし方の選択肢
が広がることは市にとって大き
なチャンスと考える。大都市近
郊の良好な住宅都市という本市
の立ち位置や健康都市の取組は、
大きく飛躍する可能性を持って
いると考える。
🅀　人が前に進むには、その先
に小さくても明るい光を見つけ
ると希望を持つことができる。
新年度予算編成では、どのよう
な光を市民に当てているのか？
Ⓐ　子育て支援・教育の充実で
は、育児リフレッシュ一時預か
り事業の試行やいじめ不登校対
策の推進など。デジタル化の推
進では、行政手続のオンライン
化や市内事業者のデジタル化の
支援など。住みやすいまちづく
りでは、駅周辺の環境整備や総
合体育館の空調整備など。

市制50年を取りまとめ、
この先の50年をどんな
未来につなげるのか

今日と同様、明日も暮ら
し続けられることを保障
する取組をしていく

【今までの50年これからの50年
について】
🅀　予算編成や施政方針から読
み取ると公共施設等のハード面
は「長寿命化」、ソフト面にお
いては「時代の変化に対応」と

いう感じだが、本市のこれまで
の50年を取りまとめ、これから
の50年を市長としてどんな未来
につなげていくのか？
Ⓐ　市長　「住みやすいまち」
であり続けるためには、「自然
環境を生かしたまちづくり」や
「安全安心なまちづくり」、歩
いて暮らせる「ウォーカブルな
まちづくり」にも積極的に取り
組んでいく。今後、人類は人口
拡大と高齢化の時代に突入し、
地球規模の課題に直面すること
になると言われている。そうし
た中、これからの50年に向けて
は、今日（きょう）と同様、明
日も暮らし続けられることを保
障するような取組を確実に積み
重ねていく。

その他の質問項目
○財政向上への運営について
○医療・福祉政策について
○こども・子育ての未来につい
　て
○学校教育と大人の生涯学習に
　ついて
○都市基盤と本市の未来像につ
　いて
○企業等へのサポート事業につ
　いて
○変革する時代と消防・防災の
　対応について
○コロナ禍の経験を生かすにつ
　いて
○基金の在り方について
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⑧

令和 4年 6月15日	 尾張旭市議会だより

代表質問
令和あさひ
� 松原たかし�議員

（動画配信）

感染症対策の充実につい
て伺う

速いペースで３回目のワ
クチン接種が進んでいる

🅀　感染拡大への対応と、市民
の不安解消のためには、早急な
３回目のワクチン接種の実施が
必要だが、現在の状況等を伺う。
Ⓐ　市長　予約の混乱を避ける
工夫や、関係機関との密接な連
携により、他の自治体と比べ、
早いペースで ３回目の接種が進
んでいる。市民が少しでも早く、
安心して生活できるように、今
後も全力で取り組んでいきたい。
🅀　長引くコロナ禍で、自殺や
ひきこもり等の社会的な問題の
増加が危惧されているが、未然
防止につなげるための対応策を
伺う。
Ⓐ　困窮者の実態や、具体的な
支援要望等を正確に把握するた
め、臨時特別給付金事業のほか、
令和 4年度新たに実施予定の家
計改善支援事業やアウトリーチ
支援員の配置等を通じて、対応
していきたい。

「こどもは宝」について
伺う

今後２か年で小中学校の
特別教室の空調設備を整
備していきたい

🅀　熱中症対策の充実のために
は、早期に小中学校の空調整備
が必要だが、今後の予定を伺う。
Ⓐ　市長　普通教室への整備に
続き、特別教室や学校体育館へ
の整備へと歩みを進めていきたい。
🅀　コロナ禍で増加が心配され

る「いじめや不登校」に対する
考え方と今後の予定を伺う。
Ⓐ　教育長　いじめも不登校も
早期の対応が大切なため、未然
に防ぐことを第一として対策を
講じ、学校や家庭と連携して解
決に努めていきたい。
🅀　コロナ禍での「孤独感」が、
児童虐待等につながると危惧さ
れているが、今後の対応予定を
伺う。
Ⓐ　市長　多胎児家庭の支援
や、リフレッシュ一時預かり事
業等で、孤立化を防ぐ機会を増
やしたい。
🅀　「少年少女発明クラブ」の
取組は大変有意義であり、今後
更に活動の幅を拡大していくべ
きだが、今後の考え方を伺う。
Ⓐ　尾張旭から「ものづくり愛
知」を担う子どもたちが育ち、
未来を支える人材になってくれ
ることを期待し、今後も活動の
充実を図っていきたい。
この項目のその他の質問項目
・保育サービスの質の向上

「健康は宝」について伺
う

利用者を熱中症から守る
ため、総合体育館の空調
設備を早期に設置したい

🅀　各方面からの要望を踏まえ、
市長が決断した「総合体育館へ
の空調設備の設置」に対する考
え方を伺う。
Ⓐ　市長　これまで優先してき
た学校の空調整備に一定のめど
がついたため、総合体育館の利
用者を熱中症から守るため、早
期に空調設備を設置していきた
い。
🅀　地域生活を実現し、インク
ルーシブな社会を構築するため
には障がい者の自立支援が重要
となるが、これに対する考え方
を伺う。

Ⓐ　障がいの有無にかかわらず、
全ての人の人権が尊重され、誰
も孤立することなく、安心して
暮らせる「地域共生社会」の実
現を、追い求めていきたい。
この項目のその他の質問項目
・子ども医療費の助成制度

「幸せづくりは宝」につ
いて伺う

地域経済の活性化が、幸
せに暮らせるまちづくり
の大きな原動力である

🅀　持続可能な活気あるまちづ
くりのためには、地域の商工業
や建設業等、地域経済の活性化
が欠かせないが、今後の予定を
伺う。
Ⓐ　市長　丁寧に事業者の声を
聞きつつ、本市に見合った施策
を展開し、商工会等の関係団体
と共に、産業振興による地域経
済の活性化を図っていきたい。
🅀　市長の強いリーダーシップ
によって進められている印場駅
のバリアフリー化の予定を伺う。
Ⓐ　多方面の方々からの意見を
踏まえ、まずは駅南側の駅前広
場から地下自由通路、そして駅
のホームまでのバリアフリー化
を、令和 4年度中に実現したい。
🅀　日常生活に密着した「生活
道路」の整備に対する考え方を
伺う。
Ⓐ　「まちの健康づくり」の視
点で、安全・安心で快適に移動
できるウォーカブルな道路環境
の整備を進めていきたい。
この項目のその他の質問項目
・�三郷駅周辺のまちづくりの推
進
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